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第1 日  5 月28 日（土） 文・教大講義室 

□ 開会の挨拶（午前9:00~9:10） 

                        第48 回学術大会実行委員長 鈴 木 岩 弓 

                                       印度学宗教学会会長     後 藤 敏 文 

  □ 研究発表（午前9:10 ~ 11:50） 文・教大講義室 

1. J.G. フレーザーにおける immortality概念について    相 澤 里 沙（東 北  大） 

2. 「もの」の供養と「いきもの」の供養             佐 藤 千 尋（東  北  大） 

3. 近世仏教堕落論の持続と変容                        Orion KLAUTAU（東 北 大） 

4. Ambararāja（文殊師利）の発菩提心偈                  山 本 侍 弘（金 剛 寺） 

5. エリアーデにおける聖なるものとその偽装                佐藤慎太郎（東 北 大） 

6. ポスト社会主義宗教論 

  －現代宗教史におけるひとつのパースペクティブとして－  滝 澤 克 彦（東 北 大） 

7. キリスト教における「死後救済」の問題             待井扶美子（日本学術振興会） 

8. 「信ずる心」（śraddh«ā-）の祭火への献供         阪本（後藤）純子 

 

 □ 理事会 （午後12:00 ~ 12:30） 総合研究棟 11 階 中会議室 

 □ 評議員会（午後12:30 ~ 1:15） 総合研究棟 11 階 中会議室   

 
 

公開パネルディスカッション「信仰と解脱」（午後1:30 ~ 5:00）文・教大講義室 
 

             司会      島 岩 （金沢大学教授） 
     

基調講演 
本覚と往生－解脱観念の日本的変容              佐藤弘夫（東北大学教授） 
 
《信じる》ということ―キリスト教思想の系譜         清水哲郎（東北大学教授） 

 
関連発表  
宗教概念としての「信仰」再考 
  ―おもにルードルフ・オットーの宗教論を中心として―   澤井義次（天理大学教授）  
 
śraddh«ā-  =  crēdō「信仰」の語義と語源について        後藤敏文（東北大学教授） 
 
フィールドからみた日本人の「信仰」概念           鈴木岩弓（東北大学教授） 
  

            □ 総   会（午後5:10 ~ 6:00） 文・教大講義室 

          □ 懇 親 会（午後6:15 ~）   生協食堂 ルポー 

 

 



 

第2 日 5 月29 日（日） 文・教大講義室 

  □ 研究発表（午前9:00 ~ 12:00） 

1. ヨアヒム・ワッハにおける宗教経験とその類型         澤 井 一 郎（東 北 大） 

2. キシタケバッソンと民間巫者                       金丸 謙一郎 

3. ゲーテ「形態学」の可能性               物 部 朋 子（東 北 大） 

4. Veda文献における saû-sarjの語義について 

     －獲得物分配の文脈における用法－                 笠 松  直（東 北  大） 

5. 善宝寺春期大祭にみる現世利益                        阿 部 友 紀（東 北 大） 

6. ブリハッド・アーラニヤカ・ウパニシャッド I 1－2と 

Agnicayana祭                                林 能 輝（東 北 大） 

7. T. パーソンズにおける宗教の概念化について          諸 岡 了 介（東 北 大） 

8. リグヴェーダ VI 28  －牛達とインドラ－               西 村 直 子（東 北 大） 

9. 日蓮研究の方法に関する試論 －「こころみの宗教」－         間 宮 啓 壬（身延山大） 

 

□ 研究発表（午後1:00 ~ 5:00） 

1. 「往生伝」にみる死への対応                篠 崎 寛 子（東 北 大） 

2. Pāúini-sūtra 3.1.123に挙げられる 

ヴェーダ語のgerundive語形について             尾 園 絢 一（東 北 大） 

3. 恐怖体験と命名行為 

－ジャン・ドリュモー『西欧の恐怖』をめぐって－    斎 藤  喬（日本学術振興会） 

4. vāstuhá-と vāstupá-  

－ヴェーダ期の移動生活の遺構に関する記述を巡って－     山 田 智 輝（東 北 大） 

5. 「ヒューマニスト・マニフェスト」について             庄 司 一 平（東 北 大） 

6. パーリ律Nissaggiya 28と雨季定住生活後の布の贈与について  藤 本 有 美（東 北 大） 

7. トバ・バタックの儀礼的スピーチとキリスト教的祈り         木 村 敏 明（東 北 大） 

8. Sukhāvatīvyūha（梵文無量寿経）にあらわれた 

仏の神力について                              弘 中 満 雄（龍 谷 大） 

9. 最近の「マグダラのマリア」論の焦点                   新 免  貢（宮城学院女子大） 

10. サンスクリット戯曲は娯楽か？－インド文学理論の示す道－    足 澤 一 成（愛知文教大） 

11. ルソーの人間形成論と宗教論                       中 村 博 武（プール学院大） 

12. アショーカ王の仏蹟巡礼とルンビニー法勅再考       塚 本 啓 祥（東北大学名誉教授） 

 

 □ 閉会の挨拶 

第48 回学術大会実行委員長   鈴 木 岩 弓 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印度学宗教学会第48 回学術大会事務局 
 
〒980-8576  仙台市青葉区川内27-1 

東北大学大学院文学研究科  
宗教学研究室・インド学仏教史研究室 
（デール・アンドリューズ，西村直子） 
電話 022-795-6022 (宗教学) 
電話 022-795-6025 (インド学仏教史) 
FAX 022-795-3587 
E-mail:andrews@sal.tohoku.ac.jp 

実行委員：鈴木岩弓，桜井宗信，木村敏明，後藤敏文 


